
ことができた。 

こうした中で制作した作品群が極めて高い評価を得たことも特筆される。『森 フォレ』は読売演劇大賞

最優秀演出家賞、優秀スタッフ賞（２名）、第５６回紀伊國屋演劇賞個人賞を受賞。さらに『彼女を笑う人が

いても』は第６６回岸田國士戯曲賞最終候補作品となった。 

普及啓発・人材育成事業では、「コミュニティプログラム」「学校・区内施設との連携プログラム」「研究 

育成プログラム」の３つの柱により、通年でワークショップ・レクチャー・研究会を実施しているが、こちらも

新型コロナウイルスの影響を大きく受けた。 

 緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が発出されたことにより、学校でのワークショップの実施依頼が

大きく減少したほか、長期休暇期間を中心としたこどものためのワークショップも、実施中の密を回避する

ため、募集人数を通常の半数程度に絞って実施した。そのような中でも、各回とも参加申し込みが多く、 

事業への高いニーズが改めて確認された。また、「地域の物語」では参加者の人数を減らしただけでなく、

予定していた国際共同作業も断念せざるを得なかった。観客育成プログラムも「舞台芸術のクリティック」

は中止、「世田谷パブリックシアターダンス食堂」については、トークのみオンラインでの実施にとどまった。 

新型コロナウイルスの影響がどこまで続くかは予断を許さないが、野村萬斎芸術監督から白井晃芸術 

監督に交代する令和４年度以降も、新芸術監督のリーダーシップのもと、国内外の公共劇場や民間の実演

団体などと積極的に連携して、作品創造及び人材交流の活性化、普及啓発・人材育成事業の充実、多様な

料金設定、バリアフリー対応の充実による鑑賞機会の拡充および多言語による情報発信、新たな観客の育

成等、時代の流れを的確に捉えながら、事業を展開していく。 

 

（３）音楽事業部（せたおん） 

活動拠点となる場所がない音楽事業部にとって、事業がないことは、存在していないことに等しい。新型

コロナウイルスの影響による予算の大幅縮小により、事業が大幅に縮小した我慢の一年だった。実施でき

た事業でも、日程の延期、会場の変更、定員の半減など、制約を受けたものが多かったが、様々な取り組

みを行い、存在を訴えていった。 

緊急事態宣言中の開催となった「シリーズ和・華・調」は、客席が半数に制限された。当時感染者数が特

に多かった沖縄から奏者、演者を招く貴重な機会だったので、１日２回公演を行った。直前に出演者の一人

を欠くことになったが、一同の奮闘で、堂々の成果を収めることができた。「せたがや音楽研究所」は、半数

制限の客席で、入場者をあえて中心にまとめた。宮川彬良スペシャル・プロデューサーが、入念な準備のう

え、得意の“昭和歌謡”を取り上げ、昭和世代の観客の心をひとつにした。 

「室内楽シリーズ」も、音楽家や聴衆の想いを映したものとなった。『砂川涼子リサイタル』は、オペラ・アリ

アやロマンティックな歌曲で、会場をひととき夢の世界へ誘った。“山と音楽”をテーマにした池辺晋一郎音

楽監督企画『異分野とのコラボレーション』は、山への憧れに満ちた時間だった。 

「せたがやジュニアオーケストラ」は、この一年も制約が多く、苦境が続いた。それでも、オンラインのレッ

スンや少人数での基礎練習に励み、２度にわたるアンサンブル公演を行って、力をつけていった。全員で合

奏練習できる機会は少なかったが、３年ぶりに実施がかなった「定期演奏会」では、持てる力を存分に発揮

させた。世田谷区民会館が工事中のため、川崎市の音楽ホールを借用。豊かな響きに包まれ、団員にとっ

ても、聴衆にとっても得難い体験となったが、アクセスの問題は残った。 

新しく始めた試みもある。世田谷の音楽家と共に、独自の公演を制作する「世田谷アーティスト支援企画

Discovery Setagaya Sounds」をスタートした。会場の変更を余儀なくされたが、練達の音楽家である

井上鑑がシアタートラムの空間に想を得て、めざましい演奏を披露、今後への道筋をつけた。 
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「音楽事業部広報」では、演奏会に足を運べない人たちにも楽しんでもらえるように、専用の YouTube

チャンネルを作り、公演記録の公開を始めた。世田谷区からの受託で発行している「せたがや音楽通信」は

依然休刊中だが、掲載のコラムをきっかけとした展覧会が世田谷美術館で開催された。さらには、展覧会

に合わせ、関連する公演を制作するという広がりが生まれた。 

地道な努力は、ささやかでも実りをもたらす。我慢の一年間に蓄えた力の真の評価は、来たる新年度以

降に問われることになる。厳しい状況は続くが、音楽事業部の存在をしっかり根付かせていきたい。 

 

（４）国際事業部 

せたがや国際交流センター（Crossing Setagaya）を拠点に、主に在住外国人への多言語での情報提

供、相談窓口の案内に加え、今年度は、国際交流活動などに取り組む地域活動団体や区内学校の活動を

紹介する展示コーナーの充実を図るとともに、外国人スタッフによる絵本の読み聞かせを行うことで、新た

な客層を開拓し、前年度の来館者数 1,895人から 3,939人へと増加させることができた。 

また、区報一面による国際交流センターの紹介、ケーブルテレビ（イッツコム、J:COM）への出演、他団体

とのホームページや SNSによる相互連携、ニュースレターの発行など広報活動にも力を入れた。 

事業運営については、新型コロナウイルスの状況を見据えながら柔軟に企画変更を行った結果、外国の

文化や考え方の違いなどを学ぶ「多文化理解講座」を８回、外国人と日本人が交流しながら地域を知るこ

とができる「まち歩きツアー」を１回、外国人と日本人の交流の機会を提供する「にほんご交流会」を３回実

施し、参加者から好評を得ることができた。また、イベントをオンライン配信にする、または規模を縮小する

など、感染症対策の工夫をしながら区や地域団体とも連携した事業運営をすることができた。 

今後も、新型コロナウイルスの状況を見ながら、外国人と日本人が互いに理解し、地域で交流できる事

業展開を進めていく。 

 

（５）世田谷美術館 

令和３年度は、事業報告のとおり前年度の経験を活かし、感染症防止対策に配慮しつつ、持続可能な運

営を検討し、事業展開を行った。企画展「アイノとアルヴァ二人のアアルト」、「グランマ・モーゼス展」、「ピー

ターラビット™展」では、各展覧会の特性に合わせたオンラインでの日時指定制を導入し、コロナ禍において

来場者の多い展覧会の運営を、安全かつスムーズに行うことができた。「アイノとアルヴァ二人のアアルト」

では若い世代の客層を取り込むことができ、「塔本シスコ展」では個性豊かな作品を、出身地の熊本市現

代美術館など他館と協力して紹介し、マスコミなどにも取り上げられ、世間に広く周知する機会となった。

「グランマ・モーゼス展」はコロナ禍以前の計画による展覧会であったが、共催者と当初計画を見直し、予算

配分などの調整を行いながら運営を行うことができた。また、コレクション展の「グローバル化時代の現代

美術」では、当館の所蔵作品の質の高さを改めて世間に示し、「ART/MUSIC」では、これまでにない切り

口で、所蔵作品の新たな魅力を引き出すことができた。  

美術鑑賞教室は、前年度はコロナ禍で全校中止となり、オンライン授業などで苦肉の策を講じたが、令

和 3年度は、学校と当館とが協力し、来館時間や運営方法を変えたことで、ほとんどの学校が来館できた。

児童の反応からは、オンラインの画面上では伝わらない美術館でのリアル体験の重要性を、改めて再確認

することができた。一方、「ナイトツアー」やパフォーマンス「夢の解剖－猩々の乱」では、リアル体験とデジタ

ルコンテンツのハイブリットでの展開の新たな可能性を示すことができた。 

広報では、美術館に偶然現れた子ダヌキを紹介した当館のブログ記事が思わぬ反響を呼びアクセス数

が急増し、当館のホームページ上で展開している他のページの閲覧誘導にもつながり、新たな客層を取り
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込むことができた。  

美術作品や周辺資料の調査及び収集についても、区民の皆さんが文化に寄せる気持ちと当館の様々な

事業の蓄積による作家や遺族などの人との繋がり、積極的な調査研究により、令和３年度も多くの貴重な

作品を収集することができ、後世の人々と社会へ文化資源を手渡す美術館の役割を果たすことができた。 

そして、コロナ禍でも多くのボランティアなどの市民が当館の活動を支えてくださっていることを感謝したい。 

 

（６）世田谷文学館 

令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響が続き、４月オープンしたばかりの展覧会はその翌日か

ら臨時休館を余儀なくされた。しかしながら昨年度の経験を活かし、ひとつひとつ確実に対処することで乗

り切り、すべてが経験値として蓄積できたとも思う。様々な事象・変化への対処の経験は、これからの備え

として大事にしていきたい。 

企画展は２本実施し、思い切って開催期間をできるだけ長く設定した。「イラストレーター 安西水丸展」 

「描くひと 谷口ジロー展」はいずれも全国的に人気のある作家だけに、この状況下での長期開催は、特に

遠方にお住いで来館の計画が立てづらい方々に、とても好評だった。また、造作・輸送に関わるコストの削

減や環境配慮の点からも、今後も条件さえ合えば、ひとつの展覧会をじっくり御覧いただくスケジューリン

グもこれからの時代に合う手法だと考える。世田谷文学館はユニークな展覧会を開催しているとの評価い

ただくこともあるが、今後はご期待に応える内容に加え、時代性に即した展覧会づくり・運営の面でも寄与

していきたい。 

教育普及活動は「どこでも文学館」を筆頭に充実した活動ができた。出張展示は区内だけでなく全国へ

の貸出しが始まり、参加者数は１８万人を超え、順調に実績を重ねている。ワークショップ等の催しはオンラ

イン開催が多くなったが、コンスタントに実施することができた。コロナ禍が収束してもリアル・オンラインを

併用する流れは変わらないと予測される。今後も、利用者に選択肢が増え、参加しやすいプログラムを開

発していく。 

 そして、今後の世田谷文学館の活動として、当館ならではの発信を、さまざまな媒体で行っていきたいと

考えている。そのひとつが令和４年１月に開始した「ほんとわラジオ」放送である。ライフスタイルも多様化し

ている現在、多彩なコンテンツをきめ細やかに届けることがこれからの発信者と受け手の関わり方となるだ

ろう。時代に即した「セタブン」発の「文学」の魅力を伝えていきたい。 

当館の次なる目標は利用者おひとりおひとりの「サードプレイス」となることである。館内、そして館外へ。

その役割を果たすために着実に歩んでいく。 
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４．重要な契約の概要 

 

契約件名 契約年月日 相手方 契約の概要 

世田谷区文化施

設の管理運営に

関する基本協定 

平成29年4月1

日 

 

世田谷区長 １ (公財)せたがや文化財団は、世田谷区立世田谷美

術館、世田谷区立世田谷文学館、世田谷区立世田

谷文化生活情報センターの指定管理者として、世田

谷区立世田谷美術館条例第18条、世田谷区立世

田谷文学館条例第18条及び世田谷区立世田谷文

化生活情報センター条例第20条の規定により、次

に掲げる業務を行う。 

（１）世田谷区立世田谷美術館 

① 美術館条例第2条第2号から第8号までに規定

する事業に関する業務のうち、世田谷区が指定し

た業務 

② 美術館の利用の承認等に関する業務 

③ 美術館の施設及び施設の維持管理に関する業

務 

④ その他、世田谷区が必要と認める業務 

（２）世田谷区立世田谷文学館 

① 文学館条例第2条第2号から第7号までに規定

する事業に関する業務のうち、世田谷区が指定し

た業務 

② 文学館の利用の承認等に関する業務 

③ 文学館の施設及び設備の維持管理に関する事

務 

④ その他、世田谷区が必要と認める業務 

（３）世田谷区立世田谷文化生活情報センター 

① センター条例第2条各号に規定する事業に関す

る業務のうち、世田谷区が指定した業務 

② センターの利用の承認に関する業務のうち、世

田谷区が指定する業務 

③ センターの施設及び設備の維持管理に関する業

務 

④ その他、世田谷区が必要と認める業務 

 

２ 指定期間は平成29年4月1日から平成34年（令和

４年）3月31日までの5年間とする。 

 

世田谷区文化施

設の管理に関する

年度協定 

令和3年4月1日 世田谷区長 １ （公財）せたがや文化財団は、世田谷区立世田谷美

術館、世田谷区立世田谷文学館、世田谷区立世田

谷文化生活情報センターの指定管理者として、世田

谷区文化施設の管理運営に関する基本協定及び年

度協定の仕様書に定める業務を行う。 

 

２ 協定期間は令和3年4月1日から令和4年3月31日

までの1年間とする。 
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５．登記事項 

 

代表理事変更登記 

   令和３年７月８日  登記 

     令和３年６月１８日付 代表理事変更（１名退任、１名就任） 

 

 

理事変更登記 

   令和３年４月１６日  登記 

     令和３年３月３１日付 理事変更（１名辞任） 

     令和３年４月 １日付 理事変更（１名就任） 

   令和３年７月８日  登記 

     令和３年６月１８日付 理事変更（５名重任、５名退任、５名就任） 

   令和３年７月８日  登記 

     令和３年７月 １日付 理事変更（１名就任） 

 

 

監事変更登記 

   令和３年４月１６日  登記 

     令和３年３月３１日付 監事変更（１名辞任） 

     令和３年４月 １日付 監事変更（１名就任） 

 

 

評議員変更登記 

   令和３年１２月９日  登記 

     令和３年１１月３０日付 評議員変更（１名辞任） 

     令和３年１２月 １日付 評議員変更（１名就任） 
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６．理事会・評議員会開催状況 

（１） 理事会

回 開催日 議案番号 件  名 

第 1回 

定時 

（オンライ

ン併用）

令和 3年 

5月 28日 議案第 1号 
令和２年度公益財団法人せたがや文化財団補正予算（第二次）

について 

議案第 2号 令和２年度公益財団法人せたがや文化財団事業報告について 

議案第 3号 令和２年度公益財団法人せたがや文化財団の決算について 

議案第 4号 
公益財団法人せたがや文化財団総合職員就業規程の一部改

正について 

議案第 5号 
公益財団法人せたがや文化財団役員及び評議員の報酬等及び

費用弁償に関する規程の一部改正について 

議案第 6号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団第１回評議員会（定

時)の招集について 

報告事項 

公益財団法人せたがや文化財団理事長及び常務理事の職務

執行状況について 

第５期世田谷区文化施設の指定管理提案に係る提案書の検討

について 

緊急事態宣言等に伴う公益財団法人せたがや文化財団の対応

について 

第 2回 

臨時 

（オンライ

ン併用）

令和 3年 

6月 18日 議案第 7号 公益財団法人せたがや文化財団理事長の選定について 

議案第 8号 公益財団法人せたがや文化財団常務理事の選定について 

報告事項 

第５期世田谷区文化施設の指定管理提案に係る提案書の提出

について 

緊急事態宣言等に伴う公益財団法人せたがや文化財団の対応

について 

第 3回 

臨時 

（書面開催） 

令和 3年 

11月26日 議案第 9号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団補正予算（第一次）

について 

議案第 10号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団第２回評議員会(臨

時)の招集について 

報告事項 
令和４年度からの公益財団法人せたがや文化財団の指定管理

業務受託について 
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第 4回 

定時 

（オンライ

ン併用） 

令和 4年 

2月 24日 議案第 11号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団補正予算（第二次）

について 

議案第 12号 
令和４年度公益財団法人せたがや文化財団事業計画及び 

収支予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 13号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団第３回評議員会（臨

時）の招集について 

報告事項 

公益財団法人せたがや文化財団の今後の障害者雇用について 

みなし決議（決議の省略）における電磁的記録（電子メール）の

利用について 

令和３年度理事会提出議案の管理番号訂正について 

公益財団法人せたがや文化財団理事長及び常務理事の職務

執行状況について 

第 5回 

臨時 

（書面開催） 

令和 4年

3月 25日 議案第 14号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団第４回評議員会(臨

時)の招集について 

議案第 15号 
公益財団法人せたがや文化財団総合職員就業規程の一部改

正について 

議案第 16号 
公益財団法人せたがや文化財団個人情報保護規程の一部改

正について 

第 6回 

臨時 

（書面開催） 

令和 4年 

3月 30日 議案第 17号 公益財団法人せたがや文化財団事務局長の任免について 

議案第 18号 公益財団法人せたがや文化財団常務理事の選定について 
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（２） 評議員会 

回 開催日 議案番号 件  名 

第 1回 

定時 

（オンライ

ン併用） 

令和 3年 

6月 18日 

 

議案第 1号 
令和２年度公益財団法人せたがや文化財団補正予算（第二次）

について 

議案第 2号 令和２年度公益財団法人せたがや文化財団事業報告について 

議案第 3号 令和２年度公益財団法人せたがや文化財団の決算について 

議案第 4号 
公益財団法人せたがや文化財団役員及び評議員の報酬等及び

費用弁償に関する規程の一部改正について 

議案第 5号 公益財団法人せたがや文化財団理事長の報酬について 

議案第 6号 公益財団法人せたがや文化財団理事の選任について 

報告事項 

公益財団法人せたがや文化財団総合職員就業規程の一部改

正について 

第５期世田谷区文化施設の指定管理提案に係る提案書の提出

について 

緊急事態宣言等に伴う公益財団法人せたがや文化財団の対応

について 

第 2回 

臨時 

（書面開催） 

令和 3年 

11月30日 議案第 7号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団補正予算（第一次）

について 

議案第 8号 公益財団法人せたがや文化財団評議員の選任について 

報告事項 
令和４年度からの公益財団法人せたがや文化財団の指定管理

業務受託について 

第 3回 

臨時 

（オンライ

ン併用） 

令和 4年 

3月 10日 議案第 9号 
令和３年度公益財団法人せたがや文化財団補正予算（第二次）

について 

議案第 10号 
令和４年度公益財団法人せたがや文化財団事業計画及び収支

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 11号 公益財団法人せたがや文化財団理事長の報酬について 

報告事項 

公益財団法人せたがや文化財団の今後の障害者雇用について 

みなし決議（決議の省略）における電磁的記録（電子メール）の

利用について 

第 4回 

臨時 

（書面開催） 

令和 4年 

3月 28日 
議案第 12号 公益財団法人せたがや文化財団理事の選任について 

議案第 13号 公益財団法人せたがや文化財団監事の選任について 
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７．役員名簿 

 （令和 4年 3月 31日現在） 

【理事：11名】                         

【任期：令和 3年 6月 18日から令和 5年度定時評議員会の終結の時まで】 

役職名 氏 名 備  考 

理 事 長 青 柳  正 規 
公益財団法人せたがや文化財団 

理事長 

常務理事 高 萩  宏 
公益財団法人せたがや文化財団 

世田谷文化生活情報センター館長 

常務理事 酒 井  忠 康 
公益財団法人せたがや文化財団 

世田谷美術館館長 

常務理事 亀 山  郁 夫 
公益財団法人せたがや文化財団 

世田谷文学館館長 

常務理事 城 倉  茂 
公益財団法人せたがや文化財団 

事務局長 

理 事 江 國  香 織 小説家 

理 事 熊 谷  吏 夏 弁護士 

理 事 桑 島  俊 彦 東京都商店街振興組合連合会理事長 

理 事 武 濤  京 子 昭和音楽大学名誉教授・客員教授 

理 事 名 児 耶  明 
元公益財団法人五島美術館副館長 

筆の里工房副館長 

理 事 板東  久美子 日本司法支援センター理事長 

 

【監事：2名】 

【任期：令和元年 6月 18日から令和 5年度定時評議員会の終結の時まで】 

監  事 鈴 木  重 雄 公認会計士・税理士 

監  事 原 田  茂 実 世田谷区会計管理者 
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８．評議員名簿 

（令和 4年 3月 31日現在） 

【評議員：11名】                              

【任期：令和元年 6月 18日から令和 5年度定時評議員会の終結の時まで】 

氏   名 備             考 

秋 山  光 文 お茶の水女子大学名誉教授・目黒区美術館館長 

朝 生  公 章 区内企業代表 

上 田  啓 子 世田谷区町会総連合会副会長 

大 笹  吉 雄 演劇評論家 

木 村  慶 子 医学博士・前慶應義塾大学教授 

佐々木  健二 弁護士 

島 田  成 年 東京商工会議所世田谷支部副会長 

田 村  哲 夫 学校法人渋谷教育学園理事長・学校法人青葉学園理事長 

丹 治  誠 元日本銀行理事 

丹 羽  正 明 音楽評論家 

萩 原  朔 美 多摩美術大学名誉教授・前橋文学館館長 
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９．財団幹部名簿 

    （令和4年3月31日現在） 

 

職 務 名 氏  名 備  考 

理事長 青 柳  正 規  

事務局長 城 倉    茂 常務理事 

統括部長 山 田     実  

世田谷文化生活情報センター館長 高 萩     宏 常務理事 

副館長 松 下  洋 章  

総務部長 志 賀  毅 一  

生活工房室長 岩 船  弘 美  

劇場部長 小 林  千 洋  

    技術部長 熊 谷  明 人  

    音楽事業部長 蓑 輪  勇 二  

   国際事業部長 松 下  洋 章 副館長事務取扱 

世田谷美術館館長 酒 井  忠 康 常務理事 

副館長 橋 本  善 八  

総務部長 山 田     実 事務局統括部長兼務 

   学芸部長 橋 本  善 八 副館長事務取扱 

世田谷文学館館長 亀 山  郁 夫 常務理事 

副館長 花 房  千 里  

総務部長 花 房  千 里 副館長事務取扱 

学芸部長 中 垣  理 子  

 

芸術監督 野 村  萬 斎  

音楽監督 池辺  晋一郎  
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財 務 諸 表 

 

63



57

64



58

65



59

66



60

67



 

61

68



62

69



63

70



64

71



65

72



66

73



67

74
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653,404,851 0 1,087,765 652,317,086 

140,000,000 120,000,000 130,000,000 130,000,000 

6,595,149 11,087,765 0 17,682,914 

800,000,000 131,087,765 131,087,765 800,000,000 

    

272,566,480 26,532,139 38,544,302 260,554,317 

5,370,000 5,370,000 10,740,000 0 

3,190,000 3,190,000 6,380,000 0 

3,800,000 800,000 4,600,000 0 

5,844,000 6,466,000 5,844,000 6,466,000 

290,770,480 42,358,139 66,108,302 267,020,317 

1,090,770,480 173,445,904 197,196,067 1,067,020,317 

 

 

    

652,317,086 （652,317,086） ― ― 

130,000,000 （130,000,000） ― ― 

17,682,914 （17,682,914） ― ― 

800,000,000 （800,000,000） ― ― 

    

260,554,317 ― ― （260,554,317） 

0 ― ― ― 

0 ― ― ― 

0 ― ― ― 

6,466,000 （6,466,000） ― ― 

267,020,317 （6,466,000） ― （260,554,317） 

1,067,020,317 （806,466,000） ― （260,554,317） 
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146,031,840 147,547,600 1,515,760 

100,000,000 101,166,300 1,166,300 

106,285,246 106,009,000 △ 276,246 

100,000,000 99,570,000 △ 430,000 

200,000,000 196,200,000 △ 3,800,000 

100,041,756 100,410,100 368,344 

10,103,729 10,123,000 19,271 

762,462,571 761,026,000 △ 1,436,571 

 

 

0 
1,192,463,000 1,192,463,000 0 

 

0 59,973,000 59,973,000 0 

 

0 319,000 319,000 0 

 

0 2,137,589 2,137,589 0 

 

0 10,000,000 10,000,000 0 

 

0 3,630,000 3,630,000 0 
 

0 600,000 600,000 0  
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0 240,000 240,000 0 

0 85,923,890 85,923,890 0 

0 1,355,286,479 1,355,286,479 0 

1,192,463,000 0 

510,815,975 0 

48,826,821 0 

2,619,073 

2,619,073 
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29,919,705 29,141,760 29,919,705  29,141,760 

 

 

272,566,480 26,532,139 38,544,302  260,554,317 
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73

80



74

81



75

82



76

83



77

84
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